


例言

１．本報は、大倉幕府跡（No.253）内の鎌倉市雪ノ下三丁目 637 番 4における個人専用住宅の新築に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告である。調査面積は 68.00 ㎡。

２．発掘調査は、平成 18年 11月 21日から平成 19年 1月 19日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

３．発掘調査体制は次の通りである。

 調査担当者　熊谷満

 調　査　員　伊藤博邦

 作　業　員　奥山利平、渡辺輝彦、中須洋二、片山直文、堀住稔、鈴木啓之

４．現地調査での写真撮影は熊谷が行った。

４．本報作成にあたっての資料整理参加者、および分担は次の通りである。

 整理参加者　熊谷満、降矢順子、押木弘己、伊藤博邦、岡田慶子、加藤千尋、三浦恵

 遺物分類：降矢順子　遺物実測・トレース：伊藤博邦、岡田慶子、三浦恵

 遺物写真撮影：押木弘己　遺構図面トレース、図版作成、原稿執筆：熊谷、編集：熊谷、降矢

５．本報の凡例は次の通りである。

　　・図版縮尺　遺構図：1/60、遺物図：1/3（古銭 1/2）

　　・遺構図版　水糸高は海抜標高値を示す。

　　・遺物図版　－・－および　は釉薬の範囲、←・→は使用痕の範囲を示す。

　　・遺物法量表　( ) は復元数値、[ ] は残存数値を示す。

６．本報記載の「土丹」はシルト質凝灰岩、「鎌倉石」は粗粒凝灰岩を示す。

７．現地調査から本報作成に至るまで、以下の諸氏、諸機関に御教示・御協力を賜った。記して感謝の意を表したい。（順

不同、敬称略）

　　齋木秀雄（有限会社鎌倉遺跡調査会）、松尾宣方、社団法人鎌倉市シルバー人材センター

８．本調査に関わる出土遺物、図面、写真などの資料は鎌倉市教育委員会が保管している。
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図版３ １．Ⅰ区第3面礎石列（北から）
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７．Ⅰ区第3面調査風景（南東から）

８．Ⅰ区第4A面全景（南から）
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　　　弓形出土状況（南西から）
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８．Ⅱ区第4B面遺構138（南西から）
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第１  遺跡の 地と

  調査地 鎌倉市雪ノ下三丁目 637 番 4 所在 、大倉幕府跡（ .253）の一地 あ 大

倉一 東西 800 、 北 500 の谷 平 しく 平 あり、 世 降 大倉 地と

ば 地とな てい 鎌倉 おけ 地の中 い から 化してい ことが

さ ており、 の遺跡から 時代中期 降の集 跡が さ てい

  と、 年（1180）10 月６日 鎌倉 、 の 邸跡（ 在

の 福 の所） らの 邸 造 し うとし のの土地が く、 て の

う が てら てい こと あ て大倉 のこの地 邸 造 こと な と お

月 の 12 月 12 日 邸が 成し が行わ が、 の 物 ノ の

事 邸宅 し の あ といい、 年（1181）6 月 御所が 成してい 記事が

ら ことから、 の 住 順次 ら てい の あ う 、 く

三代の がここ り行わ 御所 、 年（1219）12 月 24 日の して

い が、 記 年（1223） 鎌倉 者が御所 いて書き記してい の 、御
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１ 調査地

２ 雪ノ下 大倉 地569番１ 大倉幕府 遺跡 雪ノ下 大倉 地569番１地 発 調査報告書 1990

３ 雪ノ下三丁目701番３ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21（第１分冊） 2005

４ 雪ノ下三丁目701番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21（第１分冊） 2005

５ 雪ノ下三丁目701番14 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21（第１分冊） 2005

６ 雪ノ下三丁目651番８外 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書15（第２分冊） 1999

７ 雪ノ下三丁目618番４ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18（第１分冊） 2002

遺 49

８ 雪ノ下三丁目607番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書20（第２分冊） 2004

９ 雪ノ下三丁目607番ほか 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書10（第１分冊） 1994

10 雪ノ下三丁目606番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書９（第３分冊） 1993

11 38番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書９（第２分冊） 1993

12 27番３の一部 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書22（第１分冊） 2006

13 58番４外 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書18（第１分冊） 2002

14 雪ノ下 丁目567番７ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書20（第２分冊） 2004

15 雪ノ下 大倉 地562番16 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17（第２分冊） 2001

16 雪ノ下 神 562番29 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12（第１分冊） 1996

17 雪ノ下 大倉 地565番４ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書７ 1991

18 雪ノ下 丁目581番５ 大倉幕府 遺跡発 調査報告書 2007

19 雪ノ下 丁目620番５ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14（第２分冊） 1998／ 大倉幕府 遺跡

  －雪ノ下 丁目620番５地 － 1999

20 雪ノ下 丁目580番10ほか 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17（第２分冊） 2001

遺 193

21 西御 丁目756番６・10 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21（第１分冊） 2009

遺 259

22 10番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書19 2003

23 10番６ほか 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書16（第２分冊） 2000

24 ９番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書６ 1990

25 雪ノ下 丁目557番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書14（第２分冊） 1998
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26 雪ノ下三丁目965番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書８ 1992

27 雪ノ下三丁目966番１ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書８ 1992

28 雪ノ下三丁目970番２外 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書15（第２分冊） 1999

29 雪ノ下三丁目987番１・２ 所跡 1991

30 雪ノ下三丁目988番 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書９（第３分冊） 1993

31 雪ノ下三丁目989番４ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書17（第１分冊） 2001

56

32 用地 用地発 調査報告書 1983

33 国 収蔵 用地 発 調査報告書 1985

34 会 用地 会 用地発 調査報告書 1983

281

35 町三丁目426番３ 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書12（第１分冊） 1996

0 2001 5 0 0 0
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所は再建されていたらしい。その後、御所は嘉禄元年（1225）北条泰時によって宇津宮辻子辺へと移

転が行われ、嘉禎二年（1236）には若宮大路東頬へとさらに移転されている。

　「大倉」の名は、『吾妻鏡』治承四年（1180）12 月 12 日条に見えるのが史料上の初見であり、大倉

郷は律令制下の郷名ではなく幕府公領としての郷と推測されている。『攬勝考』では、大倉郷の群域を

鶴岡八幡宮から東は朝夷奈切通まで、南は滑川、北は大蔵山の麓瑞泉寺までを境とする広域を指すとす

る。嘉禎元年（1235）および宝治元年（1247）には法華堂前で火事があり、いずれも人家数十宇が焼

失している記事が見られる。また、建長三年（1251）12 月 3日条に、商売を営んでよい所として、大町・

小町・米町・亀谷辻・和賀江・気和飛坂山上とともに「大倉辻」の名も見え、幕府移転後は民衆も多く

居住する商業地域として栄えたようである。その後この地は、南北朝期には円覚寺へ、戦国期には建長

寺へ寄進され、16世紀末徳川領になってからは雪ノ下村の小名として「大倉」の名を残している。近

代には広く耕作地となっていたようであるが、金沢鎌倉街道沿いには建物が建ち並び、商売を生業とす

る住民が多く住んでいたという。

　本調査地点周辺ではこれまで多くの発掘調査が行われており、その主な地点を図1に示した。ただし、

大倉幕府域と推定される範囲に限れば、調査例はそれほど多くない。最も近い地点 2では、7世紀頃に

埋没した流路のほか、中世後期から近世にかけての礎石建物や南北溝などを検出しており、礎石建物は

関取場に関連するものである可能性が示唆されている。地点 3,4,5 では、13世紀初頭から 15世紀前半

に至るまで 11面にも及ぶ遺構面に、掘立柱建物跡をはじめとする多種多様な遺構群を検出している。

地点 6は掘削深度規定により基盤層まで調査が及ばなかったものの、14世紀代の遺物を伴う良好な土

丹地業面を検出しており、道路あるいは通路遺構とも推測されている。地点 7では、14世紀後半以降

の六浦路と推定される道路および側溝のほか、それを遡る年代となる断面Ｖ字形の東西溝も検出されて

いる。出土遺物が弥生土器片 2点のみであるため詳細な年代は不明であるが、覆土の特徴は地点 19検

出の溝９に近似するもので、溝 9は平安時代後～末期に属する可能性が指摘されている。地点8,9,10

では 13 世紀初頭～ 15世紀代にかけての遺構群が検出されており、地点 8～ 10 まで繋がる中世前期

の東西溝のほか、地点 10では塀あるいは柵と思われる南北柱穴列も検出されており、それぞれ幕府域

の南限・西限を示すものとして期待される。また、幕府推定域外ではあるが、本調査地点に最も近い

11地点では、鎌倉時代初期から江戸時代以降に至るまで濃密な遺構群が展開しており、二階堂大路の

側溝と思われる溝やそれに沿う柱穴列、東御門川旧流路やそれに沿う道路状遺構のほか、それらに囲ま

れた平坦部分からは掘立柱建物跡 12棟・井戸 14基などが検出されている。

＜引用・参考文献＞

白井永二編『鎌倉事典』1992 年　東京堂出版

三浦勝男編『鎌倉の地名由来辞典』2005 年　東京堂出版

鎌倉市教育委員会編『鎌倉市文化財資料第７集　としよりのはなし』第五刷 1990 年（初版 1971 年）

　鎌倉市教育委員会
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第２ 調査の

１ 調査の経 と

調査 雪ノ下三丁目637 番4 地 おけ 、個人専用住宅の う埋蔵文化財発 調査 あ

地調査期間 平成 18 年 11 月 21 日から平成 19 年１月 19 日ま のお ２ 月 、調査面積

68.00 ㎡ 地 の 12.5 う 土 都 から調査 東西

分し、 西 、東 と し 調査 から こととし、ま 機

り 土 ことから ら 、 の て人 とな 調査の ４ の遺構

面が さ 、 面 おいて遺構 、 ・ な の記 行 調査

機 埋 し 行い、 の の 順 の調査 行

  して 、鎌倉市 基 151（ － 75326.503 － 24339.083） 152（ －

75336.977 － 24367.106） 基 、日 地 （ ９）の国土 じ リ

ド し この 報 用いてい の北 北 世 地 第 の国土

いて 、日 地 － 75310 － 24310 が － 74953.3762 － 24603.4226 、日

地 － 75310 － 24330 が － 74953.3752 － 24623.4222 さ ２

し ま 、鎌倉市三 基 .53209（ 12.109 ） 基 し
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若
干
砂
性
を
帯
び
る
。
締
ま
り
あ
り
。
第
２
面

 
5
.
暗
褐
色
粘
質
土
 
４
層
と
７
層
の
混
交
土
。
締
ま
り
あ
り
。

 
6
.
黄
白
色
粘
質
土
 
黒
褐
色
粘
質
土
混
入
。
締
ま
り
強
い
。
中
世
基
盤
層
か
？

 
7
.
黒
褐
色
粘
質
土
 
黄
白
色
シ
ル
ト
粒
を
少
量
含
む
。
締
ま
り
強
い
。
中
世
基
盤
層
。
第
４
面

 
8
.
明
褐
色
粘
質
土
 
黒
褐
色
粘
質
土
小
量
混
入
。
締
ま
り
あ
り
。

 
9
.
黄
白
色
粘
質
土
 
青
灰
色
粘
質
土
少
量
混
入
。
締
ま
り
あ
り
。

1
0
.
青
灰
色
粘
質
土
 
黒
褐
色
粘
質
土
少
量
混
入
。
強
固
に
締
ま
る
。

1
1
.
青
灰
色
粘
質
土
 
黒
褐
色
粘
質
土
少
量
混
入
。
締
ま
り
あ
り
。

1
2
.
青
灰
色
粘
質
土
 
黒
褐
色
粘
質
土
少
量
混
入
。
強
固
に
締
ま
る
。

①
暗
灰
褐
色
粘
質
土
 
土
丹
粒
を
微
量
含
む
。
下
位
に
暗
茶
褐
色
粘
質
土
混
入
。
締
ま
り
や
や
弱
い

②
暗
褐
色
土
 
４
層
に
近
似
。

③
暗
褐
色
土
 
土
丹
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
む
。

④
暗
褐
色
土
 
炭
化
物
を
多
く
含
む
。
か
わ
ら
け
片
を
多
く
含
む
。
土
丹
粒
を
少
量
含
む
。

⑤
暗
褐
色
土
 
④
層
に
近
似
。

⑥
暗
褐
色
土
 
③
層
に
近
似
。

⑦
暗
褐
色
土
 
土
丹
粒
を
や
や
多
く
含
む
。
褐
鉄
混
入
し
、
粘
性
帯
び
る
。

⑧
黒
褐
色
粘
質
土
 
７
層
に
近
似
。
褐
鉄
混
入
し
締
ま
り
や
や
弱
い
。

⑨
暗
褐
色
土
 
③
層
に
近
似
。

⑩
暗
褐
色
土
 
③
層
に
近
似
。

⑪
黒
褐
色
土
 
７
層
に
近
似
。
褐
鉄
多
く
含
む
。

⑫
黒
褐
色
粘
質
土
 
７
層
に
近
似
。
黄
白
色
粘
質
土
ブ
ロ
ッ
ク
・
黄
白
色
シ
ル
ト
粒
混
入
。
締
ま
り
あ
り
。

⑬
暗
褐
色
土
 
土
丹
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
粘
性
帯
び
、
締
ま
り
あ
り
。

⑭
暗
褐
色
粘
質
土
 
土
丹
粒
・
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
少
量
含
む
。
炭
化
物
微
量
含
む
。
締
ま
り
あ
り
。

⑮
暗
茶
褐
色
粘
質
土
 
腐
植
土
質
。
土
丹
粒
を
微
量
含
む
。

⑯
黒
褐
色
土
 
土
丹
粒
・
小
ブ
ロ
ッ
ク
を
や
や
多
く
含
む
。
締
ま
り
あ
り
。

⑰
暗
茶
褐
色
粘
質
土
 
腐
植
土
質
。
締
ま
り
弱
い
。

⑱
青
灰
色
粘
質
土
 
1
0
層
に
近
似
。
黒
褐
色
粘
質
土
混
入
。
粘
性
強
い
。

⑲
黒
褐
色
粘
質
土
 
土
丹
粒
を
少
量
含
む
。

⑳
黒
褐
色
粘
質
土
 
７
層
に
近
似
。
土
丹
粒
・
小
ブ
ロ
ッ
ク
少
量
含
む
。
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２ 積土 （ ３）

さ 30 の 土 （１ ） と、 12.1 世 降の 土 （２ ） 面が

期の 地 との 記が ら 、この 地として 用さ てい う

あ

  さ 30 土の下 、土 ・ く 土 り構成さ 中世

遺物 （３ ）が 積 世 降の り 平 けてい のと わ 、 面 面

と ら の なか が、こ 第１面とし 面 11.8

 第１面 り 20 り下 と、土 ・ く 土（４ ）

となり、この 面 第２面とし 面 11.6

 第２面 り 20 り下 と、北 部 中世基盤 が し、 部 ー 土 主 とし

土 土が基盤 地 さ ており、こ 第３面とし 面 11.4

 第３面の地 く い の あり、 大 10 の さ あ この地

と、 面 土（７ ）が こ が中世基盤 とな 積 あり、第４面とし

面 11.3 第４面 中世遺構のほか こ 時代の遺構 さ 、 面

として 一面とな のの、中世遺構 ４ 面、 の遺構 ４ 面 分し

 第４面 下の 積 いて 、遺構の 面 用して 積 の 行 ６ の 積

ことが き、10 下の 土 ラ 化し青 がか 子が ら
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第３   さ 遺構と遺物

 ここ 面 さ 主な遺構・遺物 いての ていくことと 東 東

代 り 10.7 が り ら ており、 平面 き の 第４面の

あ

第１面

  世 土 し 中世遺物 の 面 あ 面 11.8 さ 遺構

て 代遺物 物の基礎 跡と わ のほか、 東 東 10.7

ま 大きく り ら 、 地状 してい この 代 、 主 とし の が －

169 － し、 － 170 － 在の東御 川 下 い 東御 川の 化 事

う の うか

土遺物

  土 から第１面ま の り下 時 土し 遺物のうち、中世 さ の 別して ４

1 ～ 23 し 1 ～ 14 かわらけ 5 ～ 10・13 14 く 成 、10 コース ーと

の の 13 14 が付 し、 用さ てい 15 16 常滑 17

18 青磁 文 19 瓦器 20 状土 21 石 22 23 銭 22

の う わ が、 が く としない 23

第２面

 土 ・ く 土 構成さ な地 面 なか が、

の 面と してい 面から 溝１条、溝状遺構２条、かわらけ まりのほか、柱穴・土

いく か してい 柱穴 面 礎 う の さ てい が、 らなか

遺構１ 溝

  東 部 さ 、調査 北 く 代 と しており平面 第３面 さ

の あ が、 土遺物の から 面 の あ ことが 土 が第２面構

成土 土、下 が 土 の 土 土 構成さ 東 部 代

り 平 けており 平面 ことが きなか が、調査 北 き

5.4 、 さ 90 面 北 10.7 、 10.6 り、 下

と ら 下 － 174 － 付 おいて、溝 面 ち ま

３ ・５ の 杭 １ と ９ の 杭、 ４ の 杭の ４ が さ てい が、

と とし なく 度 しい あり、用 あ

  土遺物 ８ 1 ～ 20 し 1 ～ 13 かわらけ 4 ～ 13 く 成 の の 14

器 し 代遺物 あ う 15 土 品、用 中 1.5 の が し、

下部 ー り ら てい 面・ 面 平滑 あ 16 ～ 20 木製品 16 17

物の 17 状の 付 物が ら 18 19 20 用 19 下部

木 が ち ま 、 状の付 物が ら

遺構２ かわらけ まり

  北西 さ 11.6 東西 50 北 80 の さ 、調査

外北・西ま が ことが さ 10 の さ 成しており、 下 のかわらけ り

面の 11.5 平面 土 な の り こと きなか が、
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調査 面 し とこ い 状の ち とな ており、こ 用して し のと わ

ま 遺構３と 、 土 化物が く ま てい

  土遺物 ８ 21 ～ 38 し 21 ～ 38 ま てかわらけ 25 ～ 32、34 ～ 38 く

成 の の

遺構６ 溝状遺構

  北部 東西 西 調査 外 、東 代 り わ てい 土 土

く 土 構成さ 130 、 さ 10 い の 、

面 西 11.5 、東 11.4 り、溝 あ ば 下 東と ら 下

－ 74 －

  土遺物 ９ 1 ～ 12 し 1 ～ 12 ま てかわらけ 9 ～ 12 く 成 の の

遺構７ 溝状遺構

  部 東西 西 調査 外 、東 代 り わ てい 土 土

く 土 構成さ 160 、 さ 20 面

西 11.4 、東 11.3 り、溝 あ ば 下 東と ら 下 －

94 －

  土遺物 ９ 13 ～ 23 し 13 ～ 17 かわらけ 13 付 し 用さ てい

15 ～ 17 く 成 の の 18 常滑 の 部 と わ 19

20 瀬戸 子 21 青磁 文 22 青 磁 子 23 銭
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遺構３ 土

  中 北部 さ 土 化物 く 土 、土 北 部 かわらけ が

さ かわらけ 平面 とまとまりとな てい 状 さ ており、 か ま

て さ ら 、 土の 化物 の あ か し ない 平面

し、土 の 70 50 、 さ 10 、 面 11.45 主

－ 73 －

  土遺物 がほとん 、 き の ９ 24 の あ 24 かわらけ く 成

の の

遺構５ 土

  西 調査 かか 状 さ 土 土 く 土 構成さ

、 土 から中 かけてかわらけが集中 土し このかわらけ まり 、 原

ない の いが、ほ とな の なから 土してい ら 状 の の

いく か ら 、 い の 大 １ と ３ の ４ ら 状 あ このことか

ら、 し という り埋 し のと き あ か し ない 遺構６と して

おり、かわらけの 土状 から が しい時期の のとな ことが ら 平面 い

のと わ 、 北 90 東西 50 、 さ 面 り 45 、 面

11.15 北 主 とし の － 8 －

  土遺物 10 1 ～ 54 し 1 ～ 53 かわらけ 20 付 し 用さ てい

21 ～ 32、36 ～ 53 く 成 の の 54 青 磁 子

遺構外 土遺物

 第１面から第２面ま の り下 時 土し 遺物 11 1 ～ 31 し 1 ～ 18 かわらけ

11 ～ 13、17 18 く 成 の の 19 ～ 21 22 常滑 23 青磁

文 24 青 磁 子 25 面中 の ら かわらけ 26 瓦 り 27

28 滑石製の石 29 石 30 石 31 銭 大 と わ

が としない

瓦
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図８ 第２面遺構１－ｂ、２出土遺物
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第３面

北 部 中世基盤 面、 部 基盤 く ら 地 面が 面とな 地

関東 ー 主 とし土 土 構成さ 礎石 １ 、溝状遺構１条のほか、 の柱

穴・土 してい 柱穴 面 礎 う の、ま 柱の下 部が遺 の あ

が、 け こと きなか

礎石

  部の中 付 さ 主 － 9 － 礎石の間 北から

150 ・ 210 り 一 ない ま 、 面 北から 11.25 ・ 11.15 ・ 11.0

と一 、遺構７ な と く してい こと あり、一 の 石と ら のか

としない

遺構７ 溝状遺構

  部 東西 西 調査 外 、東 遺構１－ り わ てい 土 基

盤 土 、 く 80 、 さ 10 り、 面 西 ・

東 と 11.1 ほ 平 あ 第２面遺構７とほ じ あ が、東 主 とし

の － 100 － し 中 付 の 面 まとま てかわらけが

さ てい 状 してい
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図１０ 第２面遺構５出土遺物
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図１１ 第２面遺構外出土遺物
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  土遺物 14 1 ～ 19 し 1 ～ 19 ま てかわらけ 7 ～19 く 成 の の 6 7

付 し 用さ てい

遺構 92

  北東付 さ 第３面から第４面 の り下 中 さ の あ が、 土

の特 から 面 のと さ 土 土 土 、

面 3 個 分のかわらけが さ が とならない あり、埋 遺構 なく

し のと 平面 し、 50 第３面からの さ 50 、

面 10.7

  土遺物 14 20 ～ 25 し 20 ～ 25 ま てかわらけ 23 ～ 25 く 成 の の

土 ・ 土遺物

遺構 26

  土遺物 14 26 ～ 28 し 26 27 かわらけ 27 く 成 の の 28 かわら

け 部 あ が器 のと わ 、 部 り ん い

遺構 56・66

  土遺物 14 29 30 し 29 かわらけ く 成 の の 30 常滑

遺構 57

  土遺物 14 31 ～ 33 し 31 32 青磁  文 33 平瓦

遺構 58

  土遺物 15 1 ～ 4 し 1 ～ 3 かわらけ 3 く 成 の の 4 瀬戸 の

部 大部分が してい

遺構 67

  土遺物 15 5 ～ 7 し 5 ～ 7 ま てかわらけ 7 く 成 の の

遺構 71

  土遺物 15 8 ～ 11 し 8 ～ 11 ま てかわらけ 9 ～ 11 く 成 の の

遺構 77

  土遺物 15 12 ～ 17 し 12 ～ 17 ま てかわらけ 13 ～ 17 く 成 の の

16 付 し 用さ てい

書
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図１４ 第３面遺構７－ｂ、９２、２６、５６・６６、５７出土遺物
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遺構 51

  土遺物 15 18 19 し 18 かわらけ 19 石 中

遺構 90

  土遺物 15 20 ～ 29 し 20 ～ 28 かわらけ 26 ～ 28 く 成 の の 29

遺構 78

  土遺物 15 30 し 30 銭

78
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図１６ 第３面遺構外出土遺物（１）
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遺構 55

  土遺物 15 31 し 31 かわらけ く 成 の の

遺構 65

  土遺物 15 32 33 し 32 33 と かわらけ く 成 の の

遺構 84

  土遺物 15 34 し 34 かわらけ く 成 の の

遺構外 土遺物

 第２面から第３面ま の り下 時 土し 遺物 16・17 1 ～50 し 1 ～41 かわらけ

9 ～ 41 く 成 の の 23 コース ーと かわらけ 24 付 し

用さ てい 42 常滑 43 44 45 青磁 文 46 青磁

47 釉 部 あ が と わ 48 石製 49 鎌状の 製品 中子の部分

木 が付 してい 50

第４ 面

  積 と わ 土 構成さ 、中世基盤 と ら 北溝２条のほか、

こ ら ま 間 の 穴 してい こ らの 穴 まりのない 土

土 ち 代 あ ら が、遺物が 土しておら としないことから、

面 うこととし

遺構 91 溝

  東 から 西 、調査 北 く 土 が土

土、中 が の 土、下 が土 く 土、

下 の 土が 積 く な し の あ が、

5.1 、 さ 2.6 ・ の調査 北 成し とこ 、 面

な の とな ことが さ 、 の 面 30 ～ 40 度 あ うと ら
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図１９ 第４Ａ面遺構９１出土遺物（１）
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図２０ 第４Ａ面遺構９１出土遺物（２）
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図２１ 第４Ａ面遺構９１出土遺物（３）
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面 部 わ か き の 、 面 北 の

主 とし の － 160 －

  土遺物 19 ～ 22 1 ～ 96 し 1 ～ 58 かわらけ 19

～ 58 く 成 の の 44 コース ーと か

わらけ 48 51 付 し 用さ てい 59 磁

文 60 産の土 61 62 かわらけ 部 盤状

ち い の 、用 63 土 器 遺物 あ う 64

平瓦 65 瓦 66 器 文 67 器 面

が さ ておら 、 製品 あ か し ない 68 ～ 96 木

製品 68 の うか 69 り ・

木 い おり、 １ 、 ３ の木 し

が ら 70 と わ 書 ら ない 71 ～

75 76 状 してい が、 が なく としな

い 77 78 物 79 けと わ の 80 ～ 82

83 ～ 95 用 96 面 く

してい し 面 の、 から の かけて、

い 状の さ 1 ～ 2 、 さ 17.5 の が

ま てい 中 付 5 面 成 し、 の

状 り し としてい ことから、この部分が な の

と ら

遺構 96 溝

  東 部 さ 、調査 北 く 土 基盤

土 あ 代 降の 平 けており特

東 部 大きく わ 、 状 150 が、 面

の ち がり の あ ならば、220 の

してい ことが さ 面 40 ～ 60 り、遺構

91 と 面 い 面 10 度の

が２ 所 ら 、い の が くな 面からの

さ 50 ～ 80 り、 面 北 10.2 、 9.9

かう 下 下 － 167 －

  土遺物 23 ～ 25 1 ～ 52 し 1 ～ 35 かわらけ 5

～ 19、22 ～ 35 く 成 の の 4 19 コース ーと

かわらけ 35 面中 が ら 36 青磁

文 37 釉 舶載品と わ 38 ～ 53 木製品 38

6 の と わ の が 分か 用し の

、 の してい な の ら な

か ま 、 の 面 が てい 部分 ら 39

物の 40 ～ 44 45 と わ が遺 状

く らか ない 46 47 48 用 49 50

51 ～ 53 製品 51 用 52 53 矢 と わ 状

書

書
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図２３ 第４Ａ面遺構９６出土遺物（１）
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の の

第４ 面

 第４ 面と 一面 中世 時代の遺構 が さ 、こ

ら 第４ 面とし 面 遺構 ラ ことが

しい遺構 あり、第４ 面から 10 ほ り下 て ての

遺構 し 柱穴・土 のほか、 東 部 部分

して し とこ 、溝状の ち

ことが き

遺構 138 溝状 ち

  東 部 して し の あ 土

基盤 土 あ 部 平 り

い、 部 遺構 96 さ てい のの、 80

面からの さ 90 、 面 9.9 さ

面 くわ かな あり、さら 東 ち こと

ら 溝あ い 東御 川の西 部とな

なけ ばならない う

遺構 105 、129、135 柱穴 1

  中 付 ３基の柱穴が ぶ状 が さ

柱間 い 160 り、主 － 1 －

土 い の柱穴 基盤

土 、 シ スコリ 子

柱穴の 北から、 30 さ 40 、

30 さ 40 、 25 さ 40

、 面 北から 10.3 、 10.35 、 10.2

一 てい

遺構 105 、128 柱穴 2

  中 付 ２基の柱穴が ぶ状 が さ 土

い 基盤 土 、 シ

スコリ 子 ２基の あ の

物の のか としない のの、 土 の

から一 の遺構として の あ 柱間 170

り、主 － 15 － 柱穴の

北から、 45 35 さ 40 、

50 40 さ 30 、 面 北から

10.4 、 10.5

遺構 106 土

  中 付 さ 土 基盤

  土遺物 25 56 し 56 土 器
２４ 第４面遺構96

土遺物（２）
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図２５ 第４Ａ面遺構９６（３）、第４Ｂ面遺構１０６、１２８出土遺物
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土 、 シ スコリ 子 平面 し、

100 80 、 さ 20 、 面 10.6 主 － 57

－

  土遺物 25 54 55 し 54 土 器 55 土 器 外面 が さ
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図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考 図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考

図4 1 土器 かわらけ (8.4) (6.8) 1.9 図８ 36 土器 かわらけ (13.2) ― 3.3 手づくね

図4 2 土器 かわらけ (7.8) (5.4) 1.8 図８ 37 土器 かわらけ (13.4) ― 3.7 手づくね

図4 3 土器 かわらけ (7.4) 4.2 2.0 図８ 38 土器 かわらけ 13.1 ― 3.9 手づくね

図4 4 土器 かわらけ (8.4) (7.4) 1.8

図4 5 土器 かわらけ 8.7 ― 2.2 手づくね 図９ 1 土器 かわらけ (7.6) (5.6) 1.7

図4 6 土器 かわらけ 8.6 ― 3.0 手づくね 図９ 2 土器 かわらけ (7.0) (5.0) 1.4

図4 7 土器 かわらけ (9.4) ― 2.2 手づくね 図９ 3 土器 かわらけ 7.2 5.1 1.6

図4 8 土器 かわらけ (10.2) ― 2.6 手づくね 図９ 4 土器 かわらけ 7.2 5.5 1.5

図4 9 土器 かわらけ 9.5 ― 2.1 手づくね 図９ 5 土器 かわらけ 7.2 5.0 1.7

図4 10 土器 かわらけ 6.6 ― 1.5 手づくね、コースター 図９ 6 土器 かわらけ (13.6) (8.0) 3.5

図4 11 土器 かわらけ 11.8 7.4 3.0 図９ 7 土器 かわらけ (12.6) (7.0) 3.3

図4 12 土器 かわらけ (12.8) (7.4) 3.5 図９ 8 土器 かわらけ 13.2 6.6 3.6

図4 13 土器 かわらけ 13.6 ― 3.1 手づくね、灯明皿 図９ 9 土器 かわらけ (13.0) ― 3.0 手づくね

図4 14 土器 かわらけ 13.2 ― 3.2 手づくね、灯明皿 図９ 10 土器 かわらけ (13.4) ― 3.6 手づくね

図4 15 常滑 甕 ― ― [7.8] 図９ 11 土器 かわらけ (13.6) ― 3.7 手づくね

図4 16 常滑 甕 ― ― [5.4] 図９ 12 土器 かわらけ 13.2 ― 3.7 手づくね

図4 17 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [4.3]

図4 18 青磁 蓮弁文碗 ― ― [4.7] 図９ 13 土器 かわらけ 6.9 4.6 1.4 灯明皿

図4 19 土製品 瓦器碗 (12.8) ― [2.8] 図９ 14 土器 かわらけ (9.8) (7.4) 1.7

図4 20 土製品 管状土錘 長さ[4.1] 幅1.7 厚さ[1.1] 図９ 15 土器 かわらけ (13.8) ― 3.4 手づくね

図4 21 石製品 砥石 長さ[5.6] 幅3.5 厚さ0.7 仕上砥 図９ 16 土器 かわらけ (13.8) ― 3.4 手づくね

図4 22 銅製品 銭 直径2.4 ― ― □□通寳 図９ 17 土器 かわらけ (12.2) ― 3.8 手づくね

図4 23 銅製品 銭 直径2.4 ― ― 紹聖元寳 図９ 18 常滑 壷 ― ― [5.2]

図９ 19 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [4.7]

図８ 1 土器 かわらけ (9.0) (6.0) 1.6 図９ 20 瀬戸 瓶子 (5.4) ― [3.7]

図８ 2 土器 かわらけ 8.6 5.6 1.8 図９ 21 青磁 蓮弁文碗 ― ― [4.0]

図８ 3 土器 かわらけ 8.6 5.6 1.9 図９ 22 青白磁 合子蓋 ― ― [1.8]

図８ 4 土器 かわらけ (8.6) ― 1.9 手づくね 図９ 23 銅製品 銭 直径2.4 ― ― 元祐通寳

図８ 5 土器 かわらけ 9.0 ― 1.8 手づくね

図８ 6 土器 かわらけ 9.0 ― 2.9 手づくね 図９ 24 土器 かわらけ 10.4 ― 3.8 手づくね

図８ 7 土器 かわらけ 8.5 ― 1.7 手づくね

図８ 8 土器 かわらけ 9.2 ― 2.0 手づくね 図10 1 土器 かわらけ 8.1 6.0 1.8

図８ 9 土器 かわらけ (12.4) ― 3.2 手づくね 図10 2 土器 かわらけ (8.0) 6.0 2.1

図８ 10 土器 かわらけ (13.4) ― 4.0 手づくね 図10 3 土器 かわらけ 8.6 6.6 1.8

図８ 11 土器 かわらけ 13.6 ― 3.7 手づくね 図10 4 土器 かわらけ (9.2) 7.6 1.7

図８ 12 土器 かわらけ 14.0 ― 3.7 手づくね 図10 5 土器 かわらけ 8.6 6.8 2.0

図８ 13 土器 かわらけ 14.1 ― 3.2 手づくね 図10 6 土器 かわらけ 9.0 7.6 1.9

図８ 14 土器 須恵器坏 ― ― [3.5] 図10 7 土器 かわらけ 9.1 7.7 2.1

図８ 15 土丹加工品 長辺7.2 短辺6.9 厚さ3.2 直径1.5㎝の穿孔有り 図10 8 土器 かわらけ 9.4 7.5 2.0

図８ 16 木製品 曲物底板 直径12.0 ― 厚さ0.7 図10 9 土器 かわらけ 9.7 7.4 1.8

図８ 17 木製品 曲物底板 直径15.5 ― 厚さ0.9 漆？付着 図10 10 土器 かわらけ 9.5 7.8 1.8

図８ 18 木製品 板草履 長さ[8.4] 幅[2.8] 厚さ0.3 図10 11 土器 かわらけ (9.5) 7.0 2.0

図８ 19 木製品 不明 長さ6.2 幅0.9 厚さ0.6 漆？付着、木釘有り 図10 12 土器 かわらけ 9.7 7.0 1.9

図８ 20 木製品 不明 長さ[16.0] 幅1.7 厚さ1.4 図10 13 土器 かわらけ 9.3 7.3 1.7

図10 14 土器 かわらけ (9.6) (7.7) 1.9

図８ 21 土器 かわらけ 8.6 6.4 1.6 図10 15 土器 かわらけ 9.1 7.3 1.8

図８ 22 土器 かわらけ 9.4 7.0 1.8 図10 16 土器 かわらけ 9.6 8.0 1.9

図８ 23 土器 かわらけ 8.4 6.0 1.8 図10 17 土器 かわらけ 9.4 7.5 2.0

図８ 24 土器 かわらけ 8.8 6.4 1.5 図10 18 土器 かわらけ 9.0 6.9 2.0

図８ 25 土器 かわらけ 9.0 ― 2.0 手づくね 図10 19 土器 かわらけ (9.0) (6.8) 2.0

図８ 26 土器 かわらけ 9.1 ― 1.9 手づくね 図10 20 土器 かわらけ 8.0 6.5 1.9 灯明皿

図８ 27 土器 かわらけ 9.1 ― 2.0 手づくね 図10 21 土器 かわらけ 8.6 ― 2.1 手づくね

図８ 28 土器 かわらけ 9.1 ― 2.1 手づくね 図10 22 土器 かわらけ 9.6 ― 1.9 手づくね

図８ 29 土器 かわらけ 9.1 ― 1.6 手づくね 図10 23 土器 かわらけ 9.3 ― 2.0 手づくね

図８ 30 土器 かわらけ 8.6 ― 1.9 手づくね 図10 24 土器 かわらけ 9.5 ― 2.3 手づくね

図８ 31 土器 かわらけ 8.8 ― 1.4 手づくね 図10 25 土器 かわらけ 9.0 ― 1.9 手づくね

図８ 32 土器 かわらけ 9.0 ― 2.0 手づくね 図10 26 土器 かわらけ 8.5 ― 1.7 手づくね

図８ 33 土器 かわらけ (12.6) (7.6) 3.1 図10 27 土器 かわらけ 8.9 ― 2.1 手づくね

図８ 34 土器 かわらけ 13.0 ― 3.6 手づくね 図10 28 土器 かわらけ 9.0 ― 2.1 手づくね

図８ 35 土器 かわらけ (12.4) ― 2.8 手づくね 図10 29 土器 かわらけ 8.8 ― 2.0 手づくね

図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考 図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考

第１面

第２面 遺構１－ｂ

第２面 遺構２

第２面 遺構２

第２面 遺構６

第２面 遺構７

第２面 遺構３

第２面 遺構５

表１ 遺物法量表
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図10 30 土器 かわらけ 9.6 ― 1.8 手づくね 図14 3 土器 かわらけ 9.2 5.2 2.3

図10 31 土器 かわらけ 9.5 ― 2.0 手づくね 図14 4 土器 かわらけ (9.6) (7.2) 1.9

図10 32 土器 かわらけ 10.1 ― 2.4 手づくね 図14 5 土器 かわらけ 9.0 6.0 2.0

図10 33 土器 かわらけ 12.6 8.1 4.3 図14 6 土器 かわらけ 9.4 6.5 1.7 灯明皿

図10 34 土器 かわらけ 12.2 9.6 3.0 図14 7 土器 かわらけ (9.4) ― 2.2 手づくね、灯明皿

図10 35 土器 かわらけ (13.8) 7.6 3.6 図14 8 土器 かわらけ 12.2 ― 3.3 手づくね

図10 36 土器 かわらけ (12.6) ― 3.1 手づくね 図14 9 土器 かわらけ 12.0 ― 3.6 手づくね

図10 37 土器 かわらけ 12.9 ― 4.0 手づくね 図14 10 土器 かわらけ 12.3 ― 3.7 手づくね

図10 38 土器 かわらけ 13.1 ― 3.1 手づくね 図14 11 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね

図10 39 土器 かわらけ 12.8 ― 3.6 手づくね 図14 12 土器 かわらけ (12.6) ― [3.0] 手づくね

図10 40 土器 かわらけ 13.3 ― 3.6 手づくね 図14 13 土器 かわらけ 12.9 ― 3.4 手づくね

図10 41 土器 かわらけ 13.5 ― 3.2 手づくね 図14 14 土器 かわらけ 13.2 ― 3.6 手づくね

図10 42 土器 かわらけ 13.8 ― 3.7 手づくね 図14 15 土器 かわらけ 13.2 ― 3.8 手づくね

図10 43 土器 かわらけ 13.6 ― 3.8 手づくね 図14 16 土器 かわらけ 13.8 ― 3.0 手づくね

図10 44 土器 かわらけ 13.3 ― 3.6 手づくね 図14 17 土器 かわらけ 13.4 ― 3.4 手づくね

図10 45 土器 かわらけ 14.1 ― 3.3 手づくね 図14 18 土器 かわらけ 13.6 ― 3.2 手づくね

図10 46 土器 かわらけ 13.1 ― 3.5 手づくね 図14 19 土器 かわらけ 14.7 ― 3.5 手づくね

図10 47 土器 かわらけ (13.5) ― 3.8 手づくね

図10 48 土器 かわらけ (13.7) ― 4.0 手づくね 図14 20 土器 かわらけ 12.6 7.9 3.9

図10 49 土器 かわらけ 14.8 ― 3.5 手づくね 図14 21 土器 かわらけ (13.4) 8.6 3.8

図10 50 土器 かわらけ 14.2 ― 3.4 手づくね 図14 22 土器 かわらけ (11.6) (8.6) 3.5

図10 51 土器 かわらけ 13.3 ― 3.1 手づくね 図14 23 土器 かわらけ 13.6 ― 3.7 手づくね

図10 52 土器 かわらけ 13.1 ― 3.6 手づくね 図14 24 土器 かわらけ 13.6 ― 3.5 手づくね

図10 53 土器 かわらけ 14.4 ― 3.4 手づくね 図14 25 土器 かわらけ (13.6) ― 3.0 手づくね

図10 54 青白磁 合子蓋 (7.4) ― [1.9]

図14 26 土器 かわらけ 9.4 7.1 2.4

図11 1 土器 かわらけ 6.6 4.6 1.6 図14 27 土器 かわらけ (13.2) ― 3.2 手づくね

図11 2 土器 かわらけ (7.4) 5.6 1.7 図14 28 土器 白かわらけ ― ― [1.2] 内折れ

図11 3 土器 かわらけ (7.6) (5.2) 1.5

図11 4 土器 かわらけ 7.0 5.0 1.9 図14 29 土器 かわらけ 13.2 ― 3.2 手づくね

図11 5 土器 かわらけ (7.0) 4.6 1.7 図14 30 常滑 甕 ― ― [9.1]

図11 6 土器 かわらけ 7.3 5.5 1.7

図11 7 土器 かわらけ 6.9 4.8 1.7 図14 31 青磁 画花文小皿 ― ― [2.2]

図11 8 土器 かわらけ 7.8 5.6 1.9 図14 32 青磁 画花文小皿 ― 4.0 [1.7]

図11 9 土器 かわらけ 7.8 6.0 1.9 図14 33 瓦 平瓦 長さ[14.2] 幅[10.0] 厚さ2.5

図11 10 土器 かわらけ (6.2) 7.0 1.8

図11 11 土器 かわらけ 8.6 ― 2.0 手づくね 図15 1 土器 かわらけ (8.8) (6.0) 1.6

図11 12 土器 かわらけ 8.6 ― 2.1 手づくね 図15 2 土器 かわらけ (8.8) (6.8) 2.0

図11 13 土器 かわらけ 9.5 ― 2.0 手づくね 図15 3 土器 かわらけ 9.6 ― 2.0 手づくね

図11 14 土器 かわらけ (10.8) (6.6) 2.8 図15 4 瀬戸 四耳壺 ― ― [8.0]

図11 15 土器 かわらけ (13.6) (7.6) 3.5

図11 16 土器 かわらけ (12.6) (7.2) 3.8 図15 5 土器 かわらけ (8.2) (6.6) 1.9

図11 17 土器 かわらけ (13.4) ― [3.5] 手づくね 図15 6 土器 かわらけ (9.4) (6.4) 2.0

図11 18 土器 かわらけ (13.6) ― 3.0 手づくね 図15 7 土器 かわらけ (13.6) ― 2.9 手づくね

図11 19 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [6.7]

図11 20 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [5.4] 図15 8 土器 かわらけ (8.4) (6.0) 2.0

図11 21 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [5.9] 図15 9 土器 かわらけ 9.2 ― 1.9 手づくね

図11 22 常滑 捏ね鉢 ― 11.6 [5.1] 図15 10 土器 かわらけ (12.6) ― [3.1] 手づくね

図11 23 青磁 蓮弁文碗 ― ― [4.1] 図15 11 土器 かわらけ 13.4 ― 3.0 手づくね

図11 24 青白磁 合子 (5.4) (6.2) 1.8

図11 25 土器 かわらけ 長辺7.7 短辺[5.2] 高さ[1.8] 底面穿孔 図15 12 土器 かわらけ (9.0) (6.6) 1.7

図11 26 土製品 瓦質手焙り (31.6) (24.9) 12.3 図15 13 土器 かわらけ 8.8 ― 1.8 手づくね

図11 27 瓦 丸瓦 長さ[12.3] 幅[9.6] 厚さ2.6 図15 14 土器 かわらけ (13.8) ― 3.6 手づくね

図11 28 石製品 滑石鍋 ― ― [5.8] 図15 15 土器 かわらけ (13.8) ― 2.8 手づくね

図11 29 石製品 碁石 長辺1.9 短辺1.8 厚さ0.3 図15 16 土器 かわらけ 13.4 ― 3.6 手づくね、灯明皿

図11 30 石製品 砥石 長さ[5.0] 幅2.0 厚さ1.6 仕上砥 図15 17 土器 かわらけ 12.6 ― 3.2 手づくね

図11 31 銅製品 銭 直径2.4 ― ― □□通寳

図15 18 土器 かわらけ 8.4 7.0 2.0

図14 1 土器 かわらけ (8.6) (5.8) 2.0 図15 19 石製品 砥石 長さ5.8 幅2.2 厚さ1.7 中砥

図14 2 土器 かわらけ (8.8) (7.0) 1.8

第２面 遺構５

第２面 遺構外

第３面 遺構７－ｂ

第３面 遺構７－ｂ

第３面 遺構92

第３面 遺構26

第３面 遺構56・66

第３面 遺構57

第３面 遺構58

第３面 遺構67

第３面 遺構71

第３面 遺構77

第３面 遺構51
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図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考 図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考

図15 20 土器 かわらけ (9.0) (6.6) 2.2 図16 41 土器 かわらけ (13.6) ― 2.8 手づくね

図15 21 土器 かわらけ (9.0) (7.2) 2.1 図16 42 常滑 甕 ― ― [10.5]

図15 22 土器 かわらけ (9.6) (7.2) 2.0 図16 43 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [7.3]

図15 23 土器 かわらけ (9.4) (7.0) 1.8 図16 44 山茶碗窯 捏ね鉢 ― (12.6) [9.3]

図15 24 土器 かわらけ 9.2 7.0 2.1 図17 45 青磁 蓮弁文碗 ― ― [3.7]

図15 25 土器 かわらけ (9.8) (8.6) 2.1 図17 46 青磁 折腰鉢 ― 5.8 [2.0]

図15 26 土器 かわらけ 8.6 ― 2.5 手づくね 図17 47 黄釉絞胎 壷 ― ― [7.7]

図15 27 土器 かわらけ (9.0) ― 1.9 手づくね 図17 48 石製品 硯 長さ11.9 幅7.0 高さ2.2

図15 28 土器 かわらけ 8.8 ― 2.7 手づくね 図17 49 鉄製品 鎌状製品 長さ[20.5] 幅2.2 厚さ0.9

図15 29 山茶碗窯 捏ね鉢 ― ― [5.0] 図17 50 鉄製品 鉄釘 長さ7.6 幅1.2 厚さ1.1

図15 30 銅製品 銭 直径2.4 ― ― 紹聖元寳 図19 1 土器 かわらけ (9.6) 5.4 1.8

図19 2 土器 かわらけ (9.2) 4.6 1.7

図15 31 土器 かわらけ (9.6) ― 2.1 手づくね 図19 3 土器 かわらけ (9.6) (6.4) 1.7

図19 4 土器 かわらけ (9.0) (4.6) 1.6

図15 32 土器 かわらけ (13.4) ― 3.8 手づくね 図19 5 土器 かわらけ (9.2) (7.4) 1.8

図15 33 土器 かわらけ 13.3 ― 3.4 手づくね 図19 6 土器 かわらけ (9.2) 4.2 2.3

図19 7 土器 かわらけ (8.6) 5.0 1.9

図15 34 土器 かわらけ 9.1 ― 2.1 手づくね 図19 8 土器 かわらけ (9.6) (5.6) 1.7

図19 9 土器 かわらけ (8.8) (5.6) 1.6

図16 1 土器 かわらけ (7.4) (5.0) 1.5 図19 10 土器 かわらけ (8.6) (5.6) 1.8

図16 2 土器 かわらけ 7.0 4.7 1.6 図19 11 土器 かわらけ (9.6) 6.0 2.1

図16 3 土器 かわらけ 7.5 5.5 1.5 図19 12 土器 かわらけ (9.0) (5.0) 1.6

図16 4 土器 かわらけ 7.8 7.0 1.6 図19 13 土器 かわらけ (9.0) (7.0) 2.0

図16 5 土器 かわらけ (9.0) (6.4) 2.1 図19 14 土器 かわらけ (9.2) 4.0 1.8

図16 6 土器 かわらけ (8.8) (6.2) 1.7 図19 15 土器 かわらけ 9.2 4.4 1.7

図16 7 土器 かわらけ (9.4) (8.2) 1.8 図19 16 土器 かわらけ 8.3 6.0 1.6

図16 8 土器 かわらけ 10.1 7.3 1.9 図19 17 土器 かわらけ (9.2) 4.6 2.1

図16 9 土器 かわらけ 8.5 ― 2.0 手づくね 図19 18 土器 かわらけ (8.8) 5.0 2.0

図16 10 土器 かわらけ (9.2) ― 1.9 手づくね 図19 19 土器 かわらけ (8.4) ― 1.6 手づくね

図16 11 土器 かわらけ (9.8) ― 1.9 手づくね 図19 20 土器 かわらけ (8.6) ― 1.8 手づくね

図16 12 土器 かわらけ (9.4) ― 1.6 手づくね 図19 21 土器 かわらけ (9.6) ― 1.8 手づくね

図16 13 土器 かわらけ (8.8) ― 2.0 手づくね 図19 22 土器 かわらけ (8.8) ― 2.0 手づくね

図16 14 土器 かわらけ (9.6) ― 2.1 手づくね 図19 23 土器 かわらけ (9.0) ― 1.4 手づくね

図16 15 土器 かわらけ (9.8) ― 2.1 手づくね 図19 24 土器 かわらけ (9.0) ― 1.5 手づくね

図16 16 土器 かわらけ 9.4 ― 2.5 手づくね 図19 25 土器 かわらけ (9.0) ― 1.8 手づくね

図16 17 土器 かわらけ (9.6) ― 2.0 手づくね 図19 26 土器 かわらけ (9.0) ― 1.7 手づくね

図16 18 土器 かわらけ 9.0 ― 2.1 手づくね 図19 27 土器 かわらけ (9.0) ― 1.4 手づくね

図16 19 土器 かわらけ (9.0) ― 2.2 手づくね 図19 28 土器 かわらけ 8.8 ― 1.7 手づくね

図16 20 土器 かわらけ 8.7 ― 2.0 手づくね 図19 29 土器 かわらけ (9.4) ― 1.9 手づくね

図16 21 土器 かわらけ 8.4 ― 2.0 手づくね 図19 30 土器 かわらけ (9.4) ― 1.9 手づくね

図16 22 土器 かわらけ (9.2) ― 2.2 手づくね 図19 31 土器 かわらけ 9.3 ― 1.9 手づくね

図16 23 土器 かわらけ (6.2) ― 1.4 手づくね、コースター 図19 32 土器 かわらけ (9.6) ― 1.7 手づくね

図16 24 土器 かわらけ (13.4) ― 3.3 手づくね、灯明皿 図19 33 土器 かわらけ 9.0 ― 1.3 手づくね

図16 25 土器 かわらけ 13.4 ― 3.2 手づくね 図19 34 土器 かわらけ (10.0) ― 1.6 手づくね

図16 26 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね 図19 35 土器 かわらけ 9.2 ― 2.1 手づくね

図16 27 土器 かわらけ 13.2 ― 3.4 手づくね 図19 36 土器 かわらけ 9.4 ― 2.0 手づくね

図16 28 土器 かわらけ (13.4) ― 3.5 手づくね 図19 37 土器 かわらけ 9.4 ― 1.7 手づくね

図16 29 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね 図19 38 土器 かわらけ 9.4 ― 1.9 手づくね

図16 30 土器 かわらけ (13.2) ― 3.7 手づくね 図19 39 土器 かわらけ 9.2 ― 1.8 手づくね

図16 31 土器 かわらけ (12.8) ― 3.7 手づくね 図19 40 土器 かわらけ (9.6) ― 1.2 手づくね

図16 32 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね 図19 41 土器 かわらけ (9.0) ― 2.1 手づくね

図16 33 土器 かわらけ (13.2) ― 3.6 手づくね 図19 42 土器 かわらけ (8.6) ― 1.4 手づくね

図16 34 土器 かわらけ 12.1 ― 3.3 手づくね 図19 43 土器 かわらけ (8.6) ― 1.9 手づくね

図16 35 土器 かわらけ (13.6) ― 2.9 手づくね 図19 44 土器 かわらけ (6.4) ― 1.2 手づくね、コースター

図16 36 土器 かわらけ (12.8) ― 3.3 手づくね 図19 45 土器 かわらけ (13.6) (8.0) 3.1 手づくね

図16 37 土器 かわらけ (12.8) ― 3.7 手づくね 図19 46 土器 かわらけ (13.4) (7.6) 3.1 手づくね

図16 38 土器 かわらけ (13.6) ― 3.8 手づくね 図19 47 土器 かわらけ 13.4 ― 2.9 手づくね

図16 39 土器 かわらけ (12.8) ― [3.4] 手づくね 図19 48 土器 かわらけ 12.4 ― 3.4 手づくね、灯明皿

図16 40 土器 かわらけ (13.8) ― 3.0 手づくね 図19 49 土器 かわらけ (13.6) ― 2.8 手づくね

第３面 遺構55

第３面 遺構65

第３面 遺構84

第３面 遺構外

第３面 遺構78

第３面 遺構外第３面 遺構90

第４Ａ面 遺構91
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図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考 図 No. 種別 口径(㎝) 底径(㎝) 器高(㎝) 備考

図19 50 土器 かわらけ 11.8 ― 3.0 手づくね 図23 13 土器 かわらけ 9.0 ― 1.9 手づくね

図19 51 土器 かわらけ 13.8 ― 3.5 手づくね、灯明皿 図23 14 土器 かわらけ (8.4) ― 1.8 手づくね

図19 52 土器 かわらけ (14.0) ― 3.5 手づくね 図23 15 土器 かわらけ 9.0 ― 1.8 手づくね

図19 53 土器 かわらけ (14.4) ― 3.3 手づくね 図23 16 土器 かわらけ (8.8) ― 1.7 手づくね

図19 54 土器 かわらけ 13.4 ― 2.8 手づくね 図23 17 土器 かわらけ 8.6 ― 1.8 手づくね

図19 55 土器 かわらけ 13.8 ― 3.3 手づくね 図23 18 土器 かわらけ 8.8 ― 1.6 手づくね

図19 56 土器 かわらけ 13.8 ― 3.2 手づくね 図23 19 土器 かわらけ (6.0) ― 1.7 手づくね、コースター

図19 57 土器 かわらけ (13.0) ― 4.6 手づくね 図23 20 土器 かわらけ (12.6) (6.6) 4.2

図19 58 土器 かわらけ 13.6 ― 3.7 手づくね 図23 21 土器 かわらけ (11.6) (7.0) 3.3

図20 59 白磁 劃花文小皿 ― (4.0) [1.5] 図23 22 土器 かわらけ (13.4) ― 3.6 手づくね

図20 60 土製品 伊勢土鍋 ― ― [2.2] 図23 23 土器 かわらけ (13.6) ― 2.3 手づくね

図20 61 土製品 円盤 長辺4.9 短辺4.8 厚さ0.8 かわらけ打ち欠き 図23 24 土器 かわらけ (13.6) ― 3.1 手づくね

図20 62 土製品 円盤 長辺3.5 短辺3.3 厚さ0.8 かわらけ打ち欠き 図23 25 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね

図20 63 土器 土師器甕 (15.5) ― [6.9] 図23 26 土器 かわらけ (13.0) ― 3.3 手づくね

図20 64 瓦 平瓦 長さ[10.2] 幅[6.5] 厚さ2.0 図23 27 土器 かわらけ (13.6) ― 3.3 手づくね

図20 65 瓦 軒丸瓦 長さ[7.1] 幅[5.2] 厚さ3.2 図23 28 土器 かわらけ (12.8) ― 3.4 手づくね

図20 66 漆器 皿 (9.8) 7.6 1.5 図23 29 土器 かわらけ 13.2 ― 3.1 手づくね

図20 67 漆器 椀 (15.6) 9.0 4.6 図23 30 土器 かわらけ 13.4 ― 3.8 手づくね

図20 68 木製品 不明 長さ2.0 幅1.9 厚さ0.7 図23 31 土器 かわらけ 13.6 ― 3.2 手づくね

図20 69 木製品 舟形 図23 32 土器 かわらけ 13.6 ― 3.3 手づくね

図20 70 木製品 卒塔婆 長さ33.2 幅3.0 厚さ0.3 図23 33 土器 かわらけ (13.6) ― 3.4 手づくね

図20 71 木製品 箸 長さ26.9 幅0.8 厚さ0.35 図23 34 土器 かわらけ (13.7) ― 3.9 手づくね

図20 72 木製品 箸 長さ26.9 幅0.6 厚さ0.4 図23 35 土器 かわらけ (13.2) ― 3.3 手づくね、底面穿孔

図20 73 木製品 箸 長さ26.3 幅0.8 厚さ0.5 図23 36 青磁 劃花文碗 ― 5.8 [2.7]

図20 74 木製品 箸 長さ24.9 幅0.9 厚さ0.35 図23 37 舶載 褐釉水注 ― ― [7.0]

図20 75 木製品 箸 長さ23.0 幅0.7 厚さ0.4 図25 38 木製品 曲物底板 直径9.8 ― 厚さ0.7

図20 76 木製品 鉤？ 長さ[17.1] 幅[5.2] 直径0.8 図25 39 木製品 板草履 長さ[18.7] 幅[3.9] 厚さ0.6

図20 77 木製品 曲物底板 長さ24.4 幅[4.7] 厚さ0.4 図25 40 木製品 板草履 長さ[13.7] 幅[3.0] 厚さ0.35

図20 78 木製品 曲物底板 長さ23.2 幅[3.1] 厚さ0.35 図25 41 木製品 板草履 長さ[14.1] 幅[3.1] 厚さ0.3 焦げ痕有り

図21 79 木製品 衣紋掛け 長さ46.8 ― 直径0.6 図25 42 木製品 板草履 長さ[12.1] 幅[2.6] 厚さ0.3

図21 80 木製品 板草履 長さ23.1 幅[3.4] 厚さ0.3 図25 43 木製品 板草履 長さ[8.9] 幅[3.3] 厚さ0.25 焦げ痕有り

図21 81 木製品 板草履 長さ24.0 幅[2.8] 厚さ0.15 図25 44 木製品 鋤先？ 長さ[17.0] 幅14.7 厚さ1.8

図21 82 木製品 板草履 長さ23.7 幅[3.1] 厚さ0.35 図25 45 木製品 箸 長さ24.7 幅0.7 厚さ0.4

図21 83 木製品 不明 長さ22.6 幅1.1 厚さ0.6 図25 46 木製品 不明 長さ19.8 幅1.0 厚さ0.7

図21 84 木製品 不明 長さ[18.1] 幅[1.9] 厚さ0.4 図25 47 木製品 不明 長さ27.6 幅1.9 厚さ1.4

図21 85 木製品 不明 長さ34.1 幅2.4 厚さ1.7 図25 48 木製品 折敷 長さ[17.8] 幅[2.5] 厚さ0.15 焦げ痕有り

図21 86 木製品 不明 長さ44.8 幅2.0 厚さ1.7 図25 49 木製品 折敷 長さ28.4 幅[4.8] 厚さ0.25

図21 87 木製品 不明 長さ[20.6] 幅[1.6] 厚さ0.75 図25 50 木製品 不明 長さ[11.3] 幅1.6 厚さ0.9

図21 88 木製品 不明 長さ[23.8] 幅1.4 厚さ0.6 図25 51 木製品 不明 長さ[3.6] ― 直径1.6 矢柄？

図21 89 木製品 不明 長さ14.4 幅2.2 厚さ0.6 図25 52 木製品 不明 長さ[10.1] ― 直径1.3 矢柄？

図21 90 木製品 不明 長さ13.4 幅2.0 厚さ1.0 図24 53 木製品 たも 長さ52.5 2.3 2.2

図21 91 木製品 不明 長さ13.9 幅6.7 厚さ0.7

図21 92 木製品 不明 長さ13.4 幅1.7 厚さ1.0 先端焦げ痕有り 図25 54 土器 土師器甕 ― ― [2.9]

図21 93 木製品 不明 長さ7.6 幅5.8 厚さ2.5 図25 55 土器 土師器坏 ― ― [2.1]

図21 94 木製品 不明 長さ10.5 幅3.9 厚さ2.0

図21 95 木製品 不明 長さ10.6 幅6.6 厚さ1.7 図25 56 土器 土師器甕 ― ― [3.8]

図22 96 木製品 弓形 長さ87.7 太さ径1.6 ―

図23 1 土器 かわらけ (8.8) (7.0) 2.1

図23 2 土器 かわらけ 8.4 6.0 1.7

図23 3 土器 かわらけ (8.4) (6.0) 1.7

図23 4 土器 かわらけ 6.4 5.4 1.7 コースター

図23 5 土器 かわらけ (9.8) ― 1.5 手づくね

図23 6 土器 かわらけ 9.2 ― 2.0 手づくね

図23 7 土器 かわらけ 9.1 ― 1.7 手づくね

図23 8 土器 かわらけ 8.8 ― 1.7 手づくね

図23 9 土器 かわらけ (9.0) ― 1.8 手づくね

図23 10 土器 かわらけ (8.4) ― 1.8 手づくね

図23 11 土器 かわらけ (8.6) ― 1.7 手づくね

図23 12 土器 かわらけ (8.4) ― 1.7 手づくね

第４Ａ面 遺構91

第４Ａ面 遺構96

第４Ａ面 遺構96

第４Ｂ面遺構106

第４Ｂ面遺構128

表４ 遺物法量表
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第４ まと

調査 、東 部が 代 降の 平 て大きく わ てい こと 常 あ が、

ら 成 大きい ここ 年代 て 面 と 、まと とし い なお、

文中の地 名 記 1 の地 番号 用い

第４ 面

  遺構 遺物の 土 が なく、 ての遺構が 時期の のとい か としない 土遺物

くが 中期 ～ 期 収ま 年代の のと わ 、地 18 19 な 時代の集 跡が

さ てい こと と、 遺跡 一集 の一部 あ ことが ら 調査地 の東

東御 川 、 なくと 時代 ほ じ 所 てい ことが地 11 地 2 さ

ており、 東御 川が 調査地 地 18 19 集 の東 あ こと わ

第４ 面

  さ 5.1 、 さ 2.7 という大 な の 、 土遺物から 13 世 中

ま 埋 し のと ら 土 いく か 分 き のの く、 埋

の なく人 埋 て ことが さ 東御 川からあまり間 け さ

てい が、 の 川 の なく、 神 の して平行

い 神 の と、 年（1104） 人 て てら のが

まりとさ 、 が御所 ここ 構 とき の 神として 、改 て て とい

う のまま 用 ならば、 が 神 し さ

この 幕府東 の と と、 年（1225）の御所 の機

い、大倉 が 地 として さ 三年（1251） ま 埋 てら 、として 土

遺物 年代 な ない う う の東 して 面 の遺構 96 さ てい

が、こちら と が なり、 し 東御 川 平行して さ てい 土遺物から

との な時期 が ら 、 時期 機 してい があ し、遺構 96 が

川 う の と な ことから と、こちら 幕府 の 用さ

なか のか し ない

  と遺構 96 が 時期 在してい と ば、 ぞ の溝 と調査 北

り 12 北のとこ 溝 こと な ま 、 溝が時期の な の として 、

調査 北 り 25 ～ 30 ほ 北のとこ 東御 川と こと な の 土

川 積 特 な な さ 、 川と してい と くいの 、

川 ま てしまうか、あ い て ことが さ

の あ 、 西 て川 い 北 こと ら が、 川

り 、 の い り 西 て ておき い ちな 、

この と ば 下 とな てい があり、か て 川 と ば

川 あ らしい 大倉幕府 の北 とな てい 下 溝川 と ば が 在し

らしいが、こちら 42 ～ 43 年（1909 ～ 10） さ の 、 川 り

くから てい という（ １） こ が幕府の北 ておき いが、

から 在してい こと のの、中世 在してい か うか 在のとこ らない

 大倉幕府東西 県遺跡 さ てい 大倉幕府 り西 が り な

者 て さ てい が から 国大

か て北 があり、 の が西の という こ 付け う 、地 7
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幕府西 うな遺構 さ 、地 10 北柱穴 東西溝な 西 ・ うな

遺構 が さ てい 、この 幕府 72 450 ㎡とな が、こ の

子幕府 大 幕府 て 大 の ないかという があ （ ２）

子幕府 と 大 幕府 さ わ て、東 町大 、西 大 、北

大 、 雪ノ下 リ 教会の とし 、 の面積 お 72 200 ㎡となり、 の幕

府 て う く大倉幕府 大倉幕府 東 調査地 、西 ・ 地

10 と と、 が さ ていないの 北 ということ な が、 大倉幕府 北

の と して面積 と、お 37 000 ㎡ こ 子幕府・

大 幕府 面積のほ 分 い となり、 面積の いうと な と

が、大倉幕府 いて の 積 ば かなこと ないのが 状 あ

第３面

  面 の 土遺物 13 世 中 ～ さ の 、第４ 面 さ う

ま 地 面が が ており、 埋 してい この時期の 地 な が

濃くな てく のの、 調査地 礎石 、 ほ の柱が遺 柱穴な が さ 、 土

遺物 関して 陶 な の ない の あり、町 な と わ ない ー 土 用い

地 面 あまり かけ ことのない の 、特 な け 年（1247）

月 三日条 、 の人 10 が け、 時（ 部 ） の中 てい と

一 が と の 在 状 あ と ら 、 調査地 礎石 柱穴の

か ない のの、 ちらかとい ば な と ておき い

第２面

  面 溝のほか、土 、 地から集中 かわらけが 土してい が、 遺構の 度 い

土遺物 造りのかわらけが ま てく ことから 13 世 と ら が、 く

かわらけ 土しており、第３面から第２面 かけての年代 ほ くないのか し な

い さ 北溝 、 の が地 2 の 北溝 な とな し、 土遺物

の年代 し 一 、地 2 国期ま う あ

第１面

  さ 遺構 て 代 降の の あ 世 降の 平 けており、この

14 世 代 降の いて らか ない のの、14 世 代 さ 遺物 土しており、第

２面 降 濃 な 間が してい こと くない

（ １）鎌倉市教育委員会編 鎌倉市文化財 第７集 とし りの なし 第 1990 年（

1971 年） 鎌倉市教育委員会

（ ２） 雄 大倉幕府跡（ .253） 鎌倉市緊急調査報告書 21 第１分冊 2005 年 鎌倉市教

育委員会
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図版１

１．Ⅰ区第１面全景（南から）

３．Ⅰ区第２面遺構２・３・５（西から）

２．Ⅰ区第２面全景（東から）

４．Ⅰ区第２面遺構２上層（西から）

５．Ⅰ区第２面遺構２下層（西から） ６．Ⅰ区第２面遺構２かわらけ重なり状況（北東から）

７．Ⅰ区第２面遺構５・６（西から） ８．Ⅰ区第２面遺構７（西から）
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図版２

１．Ⅰ区第２面遺構３（北から） ２．Ⅰ区第２面遺構５上層（西から）

３．Ⅰ区第２面遺構５上層かわらけ重なり状況（東から） ４．Ⅰ区第２面遺構５中層（西から）

８．Ⅰ区第３面全景（南から）

６．Ⅰ区第２面遺構５下層かわらけ重なり状況（東から）

７．Ⅰ区第２面遺構５掘り方（西から）

５．Ⅰ区第２面遺構５下層（西から）
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図版３

１．Ⅰ区第３面礎石列（北から）

３．Ⅰ区第３面遺構７－ｂかわらけ出土状況（北から）

２．Ⅰ区第３面遺構７－ｂ（西から）

４．Ⅰ区第３面遺構92（西から）

５．Ⅰ区第３面遺構56（西から） ６．Ⅰ区第３面遺構84（北から）

７．Ⅰ区第３面調査風景（南東から） ８．Ⅰ区第４Ａ面全景（南から）
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図版４

１．Ⅰ区調査区北壁堆積土層 ２．Ⅰ区第４Ａ面遺構91弓形出土状況（南西から）

３．Ⅱ区第４Ａ面全景（南から） ４．Ⅱ区第４Ａ面遺構96かわらけ出土状況（北から）

８．Ⅱ区第４Ｂ面遺構138（南西から）

６．Ⅰ区第４Ｂ面全景（北から）

７．Ⅱ区第４Ｂ面全景（南から）

５．Ⅱ区調査区北壁堆積土層
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図版５

第１面出土遺物

第２面遺構１－ｂ出土遺物

第２面遺構２出土遺物

第２面遺構3・6・7出土遺物

第５面遺構５出土遺物

遺構3…24　遺構6…3～5・8・12  遺構7…13・18・23
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図版６
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第２面遺構外出土遺物
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33
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第３面遺構出土遺物

遺構92…20・23・24　遺構26…26・28　遺構56…29・30
遺構57…31～33

遺構58…4　遺構71…9・11　遺構77…16・17　　　　　　遺構51…18・19
遺構90…24～26・28～30　　遺構65…33　　　　　　　　遺構84…34
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図版７
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図版８

遺構91-96

遺構96-53
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副      書     名  平成２２年度調査報告
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ふ   り   が   な ふ り が な  コ  ー  ド 調査面積

所  収  遺  跡  名 所  在  地 市町村 遺跡番号 （㎡）

おおくらばくふあと 神奈川県鎌倉市 ３５° １３９° 20051025 個人専用

大倉幕府跡 雪ノ下三丁目 14204 253 32′ 56′ ～ 56.00 住  宅

７０４番３外 498″ 106″ 20060127 （杭基礎構造）

ほうじょうときふさ・あきときていあと 神奈川県鎌倉市 ３５° １３９° 20060404 個人専用
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大倉幕府跡 雪ノ下三丁目 14204 253 32′ 56′ ～ 68.00 住  宅

６３７番４ 417″ 258″ 20090119 （地盤の柱状改良）

所  収  遺  跡  名 種  別 特 記 事 項

おおくらばくふあと

大倉幕府跡 官 衙

ほうじょうときふさ・あきときていあと

北条時房・顕時邸跡 都 市

おおくらばくふあと

大倉幕府跡 都 市

舶載青磁、染付、緑釉陶
器、瀬戸・美濃、常滑、
瓦、ガラス製品、銭、か
わらけ 等

調 査 原 因北 緯 東 経

溝、土壙、柱穴
かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器、木製品、石製
品 等

中 世

編     著     者

中 世

 福田 誠／降矢順子・齋木秀雄／熊谷 満

主 な 遺 構

調査期間

主 な 時 代 主 な 遺 物

掘立柱建物跡、礎石
建物跡、 溝跡 等

溝、土壙、柱穴
かわらけ、貿易陶磁器、
国産陶器、木製品、石製
品 等

中 世
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